
令和7年度 第5回湖西市文化財保存活用地域計画協議会議事録 

 

１  日  時   令 和 7 年 10 月 10 日 （ 金 ）  午 前 10 時 ～ 午 前 11 時 20 分 

２  場  所   湖 西 市 民 活 動 セ ン タ ー 2 階  大 会 議 室 

３  出 席 者   委 員  西 田 か ほ る 委 員 ・ 牧 野 茂 委 員    

渡 辺 貢 委 員 ・ 田 村 隆 太 郎 委 員    

大 林 裕 子 委 員 ・ 二 橋 和 久 委 員   

       事 務 局  松 原 聡 史 （ 産 業 部 長 ） 

           竹 中 幹 晴 （ 文 化 観 光 課 長 ） 

           鈴 木 紀 子 （ 文 化 観 光 課  文 化 係 長 ） 

           大 須 賀 広 夢 （ 文 化 観 光 課 ） 

 

４  公 開 ・ 非 公 開 の 別   公 開 

 

５  傍 聴 者   無 

 

６  次  第 

【 産 業 部 長 あ い さ つ 】 

【 議  題 】 

 前 回 か ら の 進 捗 報 告 

（ １ ） 第 ３ 章 歴 史 文 化 の 特 性 

( 事 務 局 ) モ ノ づ く り の 情 熱 で あ る が 、 文 章 を 読 む と 機 械 工 業 だ け で な

く 、 繊 維 工 業 も 歴 史 の ひ と つ で あ る と 思 う の で 、 「 須 恵 器 生 産 か ら 繊 維

工 業 ・ 機 械 工 業 へ 」 は ど う か ？ 

（ 委 員 ） よ り 具 体 的 に な り 特 徴 が 出 る 。 修 正 は 可 能 。 確 か に 機 械 工 業 だ

と 何 を 作 っ て い る ん だ ろ う っ て い う 感 じ は あ る 。 

( 事 務 局 ) 「 繊 維 工 業 ・ 機 械 工 業 へ 」 に す る の か 、 「 繊 維 ・ 機 械 工 業

へ 」 に す る の か 、 言 い 回 し は 事 務 局 で 検 討 さ せ て も ら う 。 

（ 委 員 ） 4 番 目 の 「 国 境 」 が 「 こ っ き ょ う 」 と 読 め る 。 「 く に ざ か い 」

と ル ビ が ほ し い 。 本 文 中 で も よ い 。 

（ 委 員 ）P63吉 美 城 と あ る が 、 境 目 城 と 呼 ん で い る 。 名 称 は ど の よ う に

な っ て い る の か ？ 

（ 事 務 局 ） 前 述 で 境 目 城 と し て い る の で 境 目 城 に 統 一 す る 。 

 

（ ２ ） 第 ９ 章 関 連 文 化 財 群 

（ 会 長 ） 内 容 は ど の よ う に 重 複 し て い る の か ？ 

（ 事 務 局 ） 「 国 境 と 新 居 関 所 が 生 ん だ 歴 史 と 文 化 」 の 内 容 を す べ て 削 除



し た の で は な く 、 ス ト ー リ ー の 一 部 を 特 性 の 中 に 含 め た 。 

（ 委 員 ） 文 化 庁 か ら も 関 連 文 化 財 群 で や り た い こ と は な に か ？ と 問 わ れ

て い る 。 計 画 の 全 体 の 中 で P88-89 に 取 組 と し て 書 か れ て い れ ば 、 関 連 文

化 財 群 で 重 複 し て 設 定 す る 必 要 は な い 、 と 指 導 さ れ た 。 

（ 委 員 ） 取 組 で 伝 統 芸 能 に つ い て 触 れ ら れ て い な い 。 鷲 津 節 や 湖 西 歌 舞

伎 も 文 化 財 で は な い の か ？ 鷲 津 節 は 、 情 景 を 思 わ せ る よ う な 踊 り と い う

か 、 振 り が 入 っ て い る も の も あ る の で 、 歴 史 は あ る 。 た だ 、 現 在 後 継 者

と い う 人 た ち が な か な か い な い と い う こ と で 、 「 浜 名 湖 と と も に 生 き る

人 々 」 の 関 連 文 化 財 群 （P100） に 入 れ ら れ な い か ？ 湖 西 歌 舞 伎 も 江 戸 時

代 か ら や っ て い る も の を 復 活 し て い る 。 両 方 と も 市 民 が が ん ば っ て 続 け

て い る の で 、 取 り 上 げ て ほ し い 。 

（ 事 務 局 ） と も に 50 年 経 過 し て い る の で 無 形 の 民 俗 文 化 財 と し て 定 義 で

き る 。P58の 無 形 の 民 俗 文 化 財 の 本 文 中 、 及 び 文 化 財 リ ス ト に 入 れ る 形

で 意 見 を 反 映 す る 。 

（ 委 員 ） 前 回 の と き も 、 歴 史 文 化 の 特 性 に 無 形 の 民 俗 文 化 財 の 内 容 が 少

な い と 話 題 に あ が っ た 。 そ れ で 、 「 国 境 と 新 居 関 所 が 育 ん だ 歴 史 と 文

化 」 に 手 筒 花 火 な ど を 入 れ た 。 取 組 と し て は 、 抽 象 的 で は あ る がP87に

「 無 形 の 民 俗 文 化 財 支 援 」 と あ る 。 

（ 委 員 ）P102の 宝 永 地 震 に 年 代 を 入 れ て ほ し い 。 

ま たP108の 構 成 文 化 財 群 の 宮 崎 製 糸 乾 繭 倉 庫 は 現 代 の 「 浜 名 湖 れ ん が

館 」 の 名 称 の 方 に 馴 染 み が あ る 。 イ ン タ ー ネ ッ ト で 検 索 し て み て も 浜 名

湖 れ ん が 館 で ヒ ッ ト す る 。 浜 名 湖 れ ん が 館 の 名 称 に し て 括 弧 書 を 宮 崎 製

糸 乾 繭 倉 庫 に し た ら ど う か ？ 

（ 事 務 局 ） 宝 永 地 震 に つ い て は 年 代 を 入 れ る 。 

浜 名 湖 れ ん が 館 に つ い て は 、 文 化 財 の 名 称 （ 宮 崎 製 糸 - ） を 使 用 す

る 。 説 明 書 き の 文 章 に 「 大 き く 改 変 さ れ 、 浜 名 湖 れ ん が 館 と い う 名 称 で

貸 館 が 行 わ れ て い る 」 な ど 補 足 す る 形 で 反 映 で き る か 検 討 す る 。 

（ 委 員 ） 表 紙 の 写 真 が 何 の 文 化 財 か 分 か ら な い 。 佐 吉 邸 はP55の 写 真 の

方 が よ い 。 

（ 事 務 局 ） 表 紙 か 裏 表 紙 に 写 真 の 説 明 キ ャ プ シ ョ ン を 入 れ る 。 佐 吉 邸 の

写 真 は 差 し 替 え る 。 

（ 委 員 ）P25の 「 大 知 波 峠 廃 寺 跡 と な る 」 や 、P63の 「 大 知 波 峠 廃 寺 跡 の

前 身 と な る 」 と い う 言 葉 に 違 和 感 が あ る 。 

（ 事 務 局 ） 「 現 在 、 大 知 波 峠 廃 寺 跡 と 呼 ば れ る 」 に 修 正 す る 。 

（ 委 員 ）P98の 構 成 文 化 財 に 畳 表 は 入 れ ら れ な い か ？ 

（ 事 務 局 ） イ グ サ は 浜 名 湖 と い う よ り も 塩 害 に 強 い 太 平 洋 の イ メ ー ジ 。

浜 名 湖 よ り も モ ノ づ く り の 繊 維 産 業 の 方 が 近 い か も し れ な い 。 カ イ コ



の 棚 網 な ど に イ グ サ を 使 用 し て い た 。P37の 歴 史 文 化 で 詳 し く 触 れ た

い 。 

（ 委 員 ）P37「 新 居 地 区 で は」、と あ る が 白 須 賀 で も 琉 球 を 作 っ て い た 。 

（ 事 務 局 ） 新 居 地 区 及 び 白 須 賀 地 区 に 修 正 す る 。 

（ 委 員 ）P108民 具 に 織 機 が あ る の で 構 成 文 化 財 に 入 れ た ら ど う か 。 

（ 事 務 局 ） 文 化 財 リ ス ト の 記 載 を 確 認 し て 、 掲 載 す る 。 

 

 

（ そ の 他 全 体 を 通 し て ） 

（ 会 長 ）P48の 指 定 文 化 財 一 覧 は 、 地 図 を 見 れ ば 場 所 が 分 か る が 興 味 を

も っ た と き に 、 ど こ に あ る 文 化 財 か 分 か ら な い 。 

（ 事 務 局 ） 個 人 増 以 外 の 文 化 財 に つ い て は 、 表 中 に 所 有 者 を 入 れ る 。 

（ 委 員 ） 方 針No.が 、 方 針 ① ② ③ は 方 針 が あ る が 、 ④ ～ ⑦ が 何 の 方 針 を

示 し て い る の か 、 番 号 の 意 味 が 分 か ら な い 。 

（ 事 務 局 ） 防 災 ① な り 、 記 号 に す る な ど し て 区 別 し た い 。 

（ 委 員 ）P24の 浜 名 橋 に つ い て 、 全 国 的 に 名 高 い 誇 れ る も の で あ る の

で 、 例 え ば ど ん な 和 歌 が あ っ た か 記 載 さ れ て い る と 、 よ り 関 心 が 湧 く の

で は な い か 。 ネ ッ ト で は 挿 絵 と 和 歌 が 併 記 さ れ て い る 図 な ど が あ っ た 。 

（ 事 務 局 ） 本 文 中 に 例 文 を 入 れ る か 、 写 真 を 句 碑 と 訳 文 に す る な ど し て

反 映 す る 。 

（ 委 員 ） 本 陣 に つ い て は 触 れ て い る か ？ 飯 田 本 陣 の 明 治 天 皇 行 在 所 に つ

い て 入 れ た い 。 

（ 事 務 局 ）P58の 遺 跡 で 「 御 野 立 所 」 の あ た り に 入 れ る 。 

（ 事 務 局 ）P118の 資 料 編 の 計 画 の 作 成 体 制 は 令 和 6 年 5 月 1 日 現 在 の 氏

名 ・ 肩 書 を 記 載 す る 。 修 正 は な い か ？ 

（ 会 長 ） 文 化 政 策 学 科 → 国 際 文 化 学 科 

（ 委 員 ） 役 職 に 主 幹 を 入 れ る 。 

（ 委 員 ） 計 画 を 具 体 化 し て 動 か す に は ス タ ッ フ 人 材 ・ 財 源 が 必 要 。 ぜ

ひ 、 庁 内 部 署 で 計 画 を 共 有 し て 、 文 化 に 対 し て 推 進 体 制 を 整 え て ほ し

い 。 ま た 国 ・ 県 で も 補 助 金 な ど 協 力 し て ほ し い 。 

こ の 計 画 は 湖 西 市 の 歴 史 が 分 か り や す く 記 載 さ れ て い る の で 、 教 育 や 生

涯 学 習 で 活 用 し て ほ し い 。 自 分 も 夏 目 甕 麿 会 の 勉 強 会 で 使 用 す る 。 

（ 委 員 ） 冊 子 は 何 冊 刊 行 し 、 ど こ に 配 架 す る の か ？ 

（ 事 務 局 ） 計 画 書 は100部 。 概 要 版 は500部 作 成 。 計 画 書 は 関 係 者 や 図 書

館 、 学 校 に 市 の 通 史 の 参 考 図 書 と し て 配 布 予 定 。 ウ ェ ブ サ イ ト に も 掲 示

す る 。 

（ 委 員 ） 希 望 者 に も 配 布 し て ほ し い 。          終 了   


